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　ＪＡ愛知みなみ常春部会の出荷会議が10月22日に取引市場34社等を招き開催さ
れた。作付面積742ha（前年対比102％）、生食用出荷量45,295t（同102％）、加
工業務用出荷量9,663t（同100％）を計画している。また、10月23日には生産者を
参集した早期目揃会が開催され、出荷規格の遵守等が徹底された。
　本年の作柄は、高温の影響による生育遅延と活着不良、立枯病や軟腐病の発生
により、年内収穫作型は生育むらがみられるものの、年明収穫作型は概ね平年並
となっている。
　農業改良普及課では、ＪＡと連携し、病害虫防除や肥培管理の徹底を呼びか
け、生産安定に努める。

今月の管内農業情報  （ 田原農業改良普及課 ）

10月の農業情報

[2024年11月27日]

2024/10/22、10/23

ＪＡ愛知みなみ常春部会　（349戸）

ＪＡ愛知みなみ常春部会のキャベツ出荷始まる

田原市赤羽根文化ホール（22日）
田原総合出荷場、渥美西部集出荷場（23日）

出荷目揃会で出荷規格を徹底


